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磁蠣魑

遡
羽
穰
辮

　
昭
和
十
二
年
七
月
、
支
那
事
変
の
　
た
か
ば

際
、
満
州
国
五
常
県
小
山
子
で
警
備
　
　
　
上
原
文
吉
さ
ん

に
当
っ
て
い
た
と
き
の
写
真
で
す
。

　
わ
た
し
の
戦
争
体
験
の
中
で
九
死

に
一
生
を
得
た
の
は
、
大
東
亜
戦
争

の
と
き
、
交
替
の
た
め
真
夜
中
揚
子

江
を
船
で
下
る
途
中
、
米
軍
の
爆
撃

を
受
け
た
と
き
で
す
。
幸
い
船
が
岸

に
乗
り
上
げ
た
の
で
、
死
に
も
の
ぐ

る
い
で
そ
ば
に
あ
っ
た
綱
で
陸
へ
降

り
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
そ
の
頼
み

の
綱
が
途
中
で
切
れ
落
ち
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
の
時
も
運
よ
く
砂
の
上

だ
っ
た
た
め
助
か
り
ま
し
た
。
こ
の

と
き
四
千
人
の
内
二
百
人
ほ
ど
亡
く

な
り
ま
し
た
。

レ
右
端
が
上
原
さ
ん
で
す
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■ツベルクリン反応検査及びBCG（S59。1．1～59．12．31生）

　5月13日／14：00～15：30／保健センター／倉俣地区、貝野地

　　　　　区、高道山地区、清津峡地区、土倉、倉下

　5月20日／14＝OO～15：30／保健センター／桂、田中、小原、干溝

　5月27日／14：00～15：30／保健センター／山崎、通り山、芋

　　　　　　川新田、未接種者

■日本脳炎（初回、S56．4．1～57。3．3生まれ、追加者S55．4。1

　　　　　　～S56．3．31生まれ3歳以上の未就学児）

　6月4日／14：00～15：30／保健センター／倉俣地区、貝野地

　　　　　　区、高道山地区、清津峡地区、土倉、倉下

■妊婦検診

　5月21日／13：30～14：00／上村病院

■母親学級
　5月21日／12：30～13：00／上村病院／産褥と赤ちやん保育

■乳幼児検診

　5月17日／13：00～14：00／保健センター／1歳6ケ月児

　5月24日／13：00～14：00／保健センター／3歳児

　5月31日／13：00～14：00／保健センター／5歳児

　　　上村病院に皮膚科
4月1日から上村病院に皮膚科が新設され皮膚病

の治療が行われています。
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⑫（日）
休日救急医（津南病院魯65－3161）
村民テニス教室（清田山自然運動公園9：30～申込み公民

館まで）

13（月〉

ツベルクリン反応検査（右参照）

健康相談日（保健センター9：30～16：00）

15（水）
農地法関係許可申請〆切
高齢者講座（老人と交通安全、倉俣生活改善センター9：30）

レントゲン検診

16（木）
レントゲン検診

17働
心配ごと相談日（老人福祉センター13100～16：00）

磯6カ月児検診（右参照）

⑲（日）
休日救急医（山口医院852－2174）

20（月）
ツベルクリン反応検査（右参照）

飲酒運転追放の日

21（火）

妊婦検診・母親学級（右参照）

24（斜

心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

3歳児検診（右参照）

⑳（日）
休日救急医（池IH医院⑤52－2581）

27（月）

ツベルクリン反応検査（右参照）
健康相談日（保健センター9：30～16：00）

28（火）

16％映写操作講習会（総合センター19：00～21二30〉

申込み期限5月24日、公民館まで

30（木）
消費者の日

31（斜

心配ごと行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00）
5歳児検診（右参照）16％映写操作講習会（総合センター

19：00～21：30）

1仕）
気象記念日

②（日）
休日救急医（L村病5ヌ面63－2111）

3　（月）

交通事故移動相談所（十日町市役所10：00～15：00）

4（火）

日本脳炎・予防接種（右参照）

歯の衛生週間

5（水）
環境遇問

7㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

⑨（日）
休日救急医（津南病院865－3161）

10　　（月）

交通安全家庭の日
時の記念日

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

　
天
然
記
念
物
と
し
て
、
県
の

指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
、

角
間
の
ね
じ
り
杉
。
こ
の
ね
じ

り
杉
を
表
紙
に
と
思
い
近
所
の

子
ど
も
た
ち
を
モ
デ
ル
に
写
し

ま
し
た
。
こ
の
写
真
の
た
め
に

取
付
け
て
あ
っ
た
金
網
を
は
ず

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
組
爲
管
困

　
六
月
の
村
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
最
初
に
村
制
施
行
三
十

周
年
記
念
事
業
が
次
々
と
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
三
十
年

の
歴
史
を
振
り
返
り
、
更
に
村

の
発
展
を
願
っ
て
行
わ
れ
る
も

の
で
す
。
村
の
人
口
も
、
七
千

人
台
を
割
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

三
十
周
年
記
念
事
業
を
契
機
に

村
づ
く
り
の
意
識
を
高
め
た
い

も
の
で
す
。

　
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
知
事

賞
に
な
っ
た
「
雪
穴
と
老
人
」

の
写
真
が
、
全
国
広
報
コ
ン
ク

ー
ル
で
入
選
五
席
に
選
ば
れ
ま

し
た
Q
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場開発計画スキ
　
中
里
村
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
基
地
と
し
て
有
望
視

さ
れ
て
い
た
当
間
山
に
ス
キ
ー
場
開
発
の
申
し
入
れ
が

あ
っ
て
早
や
四
カ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
村

で
は
特
に
関
係
地
域
の
理
解
を
求
め
な
が
ら
ス
キ
ー
場

開
発
推
進
の
方
向
で
動
い
て
い
ま
す
。
今
回
、
ス
キ
ー

場
開
発
の
概
略
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

開
発
の
椎
進
を
打
ち
出
す

昨
年
の
暮
れ
安
達
事
業
グ
ル

ー
プ
（
会
長
、
安
達
建
之
助
氏
）

か
ら
ス
キ
i
場
開
発
の
申
し
入

れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
上
村
村
長
は
、
一
月
十
七
日

関
係
集
落
の
代
表
者
、
議
長
、

副
議
長
、
産
業
経
済
委
員
長
、

同
副
委
員
長
等
が
集
ま
っ
た
席

上
ス
キ
ー
場
推
進
の
方
針
を
打

ち
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地

元
説
明
会
、
地
元
関
係
者
の
上

越
国
際
ス
キ
ー
場
視
察
、
ス
キ

ー
場
予
定
地
の
視
察
な
ど
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
場
建
設
に
は
、
保
安

林
の
解
除
な
ど
の
い
く
つ
か
の

行
政
的
な
問
題
の
解
決
と
地
元

地
権
者
の
合
意
を
得
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
村
で
は
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を

生
か
す
た
め
、
二
月
二
十
七
日

当
間
山
麓
開
発
促
進
協
議
会
を

設
置
し
て
推
進
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
現
在
、
安
達
事
業
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
開
発
計
画
が
練
ら
れ
て

刷
饗
・
斜
・

　
標
高
八
百
五
十
厨
の
小
七
川

三
角
点
を
頂
点
と
す
る
ス
キ
ー

場
予
定
地
に
は
、
白
羽
毛
、
市

之
越
、
鷹
羽
に
降
り
る
三
コ
ー

ス
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
コ
ー
ス
に
、
ゴ
ン
ド
ラ
一
基

リ
フ
ト
三
基
が
架
け
ら
れ
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
第
二
期
工
事

で
は
、
小
七
川
三
角
点
と
当
間

山
頂
の
谷
あ
い
に
二
本
の
リ
フ

ト
が
架
け
ら
れ
、
塩
沢
の
上
越

国
際
ス
キ
ー
場
と
同
当
間
ス
キ

ー
場
が
つ
な
が
る
計
画
で
す
。

　
三
角
点
か
ら
白
羽
毛
に
降
り

る
コ
ー
ス
は
、
標
高
差
五
百
層

ゲ
レ
ン
デ
長
三
キ
。
と
ス
ケ
ー
ル

も
大
き
く
苗
場
山
麓
や
魚
沼
の

山
な
み
を
一
望
で
き
ま
す
。

　
市
之
越
、
鷹
羽
に
降
り
る
コ

ー
ス
は
、
広
く
雄
大
な
斜
面
が

い
る
段
階
で
す
。
早
け
れ
ば
七

月
に
は
計
画
図
が
で
き
、
地
元

地
権
者
と
具
体
的
な
話
し
合
い

に
入
る
予
定
で
す
。

囑
蘂
興
に

　
ス
キ
ー
場
の
建
設
で
地
元
が

受
け
る
効
果
は
、
ど
ん
な
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

一
、
雇
用
の
場
の
拡
大

　
現
在
、
農
業
従
事
者
の
多
く

は
、
冬
期
間
出
稼
ぎ
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ス
キ
ー

場
建
設
で
冬
場
の
仕
事
が
で
き

出
稼
ぎ
の
解
消
に
な
り
ま
す
。

二
、
消
費
の
拡
大

　
飲
食
関
係
、
生
活
用
品
の
消

費
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
ス

キ
：
用
具
の
貸
し
出
し
、
宿
泊

業
、
土
産
店
、
輸
送
業
（
バ
ス

タ
ク
シ
ー
）
な
ど
に
及
ぼ
す
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

三
、
過
疎
化
の
防
止

　
農
業
立
村
と
は
い
え
、
農
業

後
継
者
が
少
な
い
現
状
で
す
。
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▲倉俣の原より当間山を望む

と
れ
、
初
中
級
者
に
最
適
で
す
。

　
変
化
の
求
め
ら
れ
て
い
る
現

在
、
塩
沢
国
際
ス
キ
i
場
、
同

当
間
ス
キ
ー
場
と
中
里
側
の
ス

キ
ー
場
が
結
ば
れ
れ
ば
、
延
六

百
諺
の
広
大
な
ス
キ
ー
場
と
な

り
、
ス
キ
ー
客
の
増
大
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

禰
臓
郵
し
て

　
安
達
事
業
グ
ル
ー
プ
の
計
画

で
は
、
ス
キ
ー
場
の
オ
ー
プ
ン

は
、
国
道
三
五
三
号
線
の
無
雪

化
の
実
現
す
る
昭
和
六
十
一
年

度
に
な
る
見
込
み
で
す
。
中
里

村
側
に
計
画
し
た
ゴ
ン
ド
ラ
一

基
と
リ
フ
ト
ニ
本
の
総
工
費
は

約
二
十
億
円
で
一
年
で
完
成
す

る
計
画
で
す
。

　
中
里
村
側
の
ス
キ
ー
場
予
定

面
積
は
、
二
百
衿
で
、
十
日
町

の
当
間
ス
キ
ー
場
、
塩
沢
の
上

ρ　　　　　　スキー場建設で
　　　　　　　　村の活性化を

零》当間山麓｛足進文寸策協議会

　　　　　　会長服部安二郎さん

　昨年12月、上越国際スキー場を経営

する安達事業グループから、スキー場

開発の申し入れがありました。村では

それを受けて積極的に取り組んでいま

す。スキー場建設によって雇用の拡大

消費の拡大、過疎化の防止等が図られ

ると思います。このような大事業を遂

行するには、地権者のみなさんのご理

解、ご協力は申すまでもありませんが

開発地域の人たちや村民各位のご協力

を切にお願い申し上げます。

1㈹くぐ照

ス
キ
ー
場
建
設
に
よ
っ
て
、
冬

場
の
就
労
の
場
が
確
保
さ
れ
れ

ば
、
夏
場
の
農
業
と
組
合
せ
後

継
者
対
策
に
も
つ
な
が
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
都
会

の
若
者
が
訪
れ
る
こ
と
で
、
男

女
の
出
会
い
の
場
も
増
え
、
嫁

婿
対
策
に
も
つ
な
が
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

四
、
青
少
年
の
冬
季
ス
ポ
ー
ツ

　
の
振
興
に

　
現
在
、
村
内
に
ス
キ
ー
場
が

な
く
、
雪
国
に
生
ま
れ
な
が
ら

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
が
苦
手
な
人

が
多
い
よ
う
で
す
が
、
ス
キ
：

場
が
完
成
す
れ
ば
ス
キ
ー
教
室

も
で
き
青
少
年
の
冬
季
ス
ポ
ー

ツ
の
場
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
特
産
物
の
販

売
な
ど
ス
キ
ー
場
建
設
を
生
か

す
方
法
は
い
ろ
い
ろ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

署
利
な

職
　
　
立
地
条
件

　
一
つ
山
を
越
え
た
上
越
線
沿

線
に
は
、
昨
シ
ー
ズ
ン
五
百
九

十
万
人
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
訪
れ

て
い
ま
す
。
仮
に
一
人
の
ス
キ

ー
ヤ
ー
が
、
一
万
円
平
均
使
用

し
た
と
し
ま
す
と
六
百
億
円
に

も
な
り
ま
す
。

　
上
越
新
幹
線
の
開
通
と
と
も

に
、
上
越
沿
線
を
訪
れ
る
ス
キ

キ
ー
ヤ
ー
は
、
年
々
増
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
秋
、
関
越
自

越
国
際
ス
キ
ー
場
と
合
せ
ま
す

と
六
百
衿
と
い
う
大
規
模
な
も

の
と
な
り
、
上
越
沿
線
に
類
を

見
な
い
ス
キ
ー
場
と
な
り
ま
す
。

　
中
里
村
に
は
、
当
面
宿
泊
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
降

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稀

動
車
道
が
開
通
す
れ
ば
、
さ
ら

に
ス
キ
ー
ヤ
が
増
加
し
、
シ
ー

ズ
ン
中
の
休
日
に
は
混
雑
の
た

め
、
新
天
地
を
求
め
る
傾
向
が

強
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
当
ス
キ
ー
場
予
定
地
は
、
関

越
自
動
車
道
塩
沢
イ
ン
タ
ー
か

ら
三
十
分
、
東
京
か
ら
二
時
間

半
と
い
う
立
地
条
件
を
備
え
、

日
帰
り
も
可
能
な
ス
キ
ー
場
と

し
て
、
将
来
的
に
も
有
望
で
す
。

　
今
の
と
こ
ろ
交
通
面
の
ネ
ッ

ク
に
な
っ
て
い
る
国
道
三
五
三

号
線
十
二
峠
付
近
も
、
昭
和
六

十
一
年
度
に
は
、
無
雪
化
に
な

る
予
定
で
す
。

　
ス
キ
ー
場
の
オ
ー
プ
ン
は
、

早
く
て
昭
和
六
十
一
年
十
二
月

の
予
定
で
す
。
関
東
圏
の
ス
キ

ー
ヤ
ー
が
、
峠
を
越
え
て
中
魚

沼
、
東
頸
城
地
方
に
や
っ
て
く

る
時
期
が
す
ぐ
そ
こ
に
迫
っ
て

い
ま
す
。

設
は
作
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
す
で
に
市
之
越
を
中
心

に
ゴ
ル
フ
場
の
構
想
も
あ
り
、

近
い
将
来
、
作
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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活
性
化
を
図
る
に
は

　
自
然
を
一
度
開
発
し
て
し
ま

え
ば
元
に
戻
り
ま
せ
ん
。
こ
の

ス
キ
ー
場
開
発
を
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
方
策
を
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は

ス
キ
ー
場
内
に
村
の
特
産
物
を

販
売
で
き
る
場
所
を
確
保
し
た

り
、
消
費
物
資
の
地
元
仕
入
方▲安達事業グループから

　　　　　現地で説明を受ける

レπ乙》

，馨
　　　　　　　850m
」一拭ド小七川三角点

式
、
地
元
民
の
優
先
雇
用
な
ど

の
条
件
を
、
安
達
事
業
グ
ル
ー

プ
と
の
協
定
書
の
中
に
盛
り
込

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
高
度
成
長
期
に
、
大
型
資
本

が
開
発
し
た
中
に
は
、
地
元
の

活
性
化
に
結
び
つ
い
て
い
な
い

も
の
が
多
い
と
の
指
摘
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
辺
の
問
題
を
し
っ

か
り
と
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
、
慎
重
に
な
り
す
ぎ

て
も
、
地
域
の
活
性
化
は
図
れ

ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
ス
キ
ー
場

開
発
が
、
村
民
に
と
っ
て
良
か

安
蓮
事
業

　
　
　
グ
ル
ー
プ
紹
介

　
安
達
事
業
グ
ル
ー
プ
は
、

昭
和
三
十
七
年
に
東
京
と
大

阪
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
学
院
を
創

設
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

今
で
は
関
連
企
業
三
十
二
社

を
擁
し
年
商
七
百
億
円
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
五
隼
に
、
塩
沢

の
上
越
国
際
ス
キ
ー
場
の
経

営
を
引
き
受
け
今
や
、
苗
場

国
際
、
石
打
丸
山
ス
キ
ー
場

に
次
ぐ
ス
キ
ー
場
に
開
発
し

て
い
ま
す
。
十
日
町
の
当
間

ス
キ
ー
場
の
開
発
も
進
め
て

い
ま
す
。

馨
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に
拶
N
ー
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清
津
橋
の
上
か
ら
サ
ケ
の
上
る
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
が

実
現
で
き
れ
ば
す
ば
ら
し
い
光
景
で
し
ょ
う
。
中
魚
沼
漁
協

で
は
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
七
年
前
か
ら
サ
ケ
の
ふ
化

放
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
の
と
二
ろ
様
々
な
間
題
で

成
果
は
あ
ま
り
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
二
の
事
業
を
い
つ

ま
で
も
継
続
し
た
い
も
の
で
す
。

　
「
サ
ケ
の
上
る
清
津
川
」
を

夢
見
て
、
サ
ケ
の
放
流
事
業
に

信
念
を
燃
や
し
て
い
る
人
が
い

ま
す
。
こ
の
人
は
、
中
魚
沼
漁

協
の
理
事
を
し
て
い
る
上
村
忠

男
さ
ん
で
す
。
上
村
さ
ん
は
、

清
津
橋
下
流
に
あ
る
ふ
化
場
に

雪
の
日
は
胸
ま
で
あ
る
雪
を
こ

▲傷をつけないようにタモで稚魚をすくう

ざ
き
な
が
ら
毎
日
通
っ
て
い
ま

す
。
十
二
月
～
三
月
ま
で
は
、

サ
ケ
の
ふ
化
の
時
期
で
泊
り
込

み
で
飼
育
に
あ
た
る
こ
と
も
あ

る
と
い
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
魚

が
恋
人
と
い
う
人
で
す
。

　
中
魚
沼
漁
協
が
サ
ケ
の
ふ
化

放
流
事
業
を
始
め
て
、
今
年
で

八
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
ま
で

に
放
流
し
た
サ
ケ
の
稚
魚
は
、

ノ

1

二
百
九
十
万
匹
に
達
し
て
い
ま

す
。
清
津
川
で
ツ
ヅ
に
入
っ
た

サ
ケ
は
こ
れ
ま
で
に
四
匹
し
か

い
ま
せ
ん
が
年
に
百
匹
く
ら
い

は
信
濃
川
な
い
し
清
津
川
に
上

っ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す

　
四
月
十
日
、
例
年
よ
り
約
一

カ
月
遅
れ
で
、
サ
ケ
の
放
流
が

宮
中
の
え
ん
堤
下
流
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
放
流
が
遅
れ
た
の
は
、

サ
ケ
の
不
漁
で
寺
泊
り
か
ら
仕

入
れ
ら
れ
ず
、
北
海
道
北
見
地

方
の
斜
里
ふ
化
場
か
ら
急
。
き
ょ

取
り
寄
せ
た
た
め
で
す
。

　
体
長
四
升
．
、
目
方
○
・
八
妙
ラ
の

稚
魚
約
四
十
万
匹
は
、
雪
ど
け

の
冷
た
い
信
濃
川
に
吸
い
込
ま

▲きっと帰ってくるんだぞ。願いを二めて。
　　　　　　　　　　　　、響譲ド講羅　維　、翻，ら　、

れ
る
よ
う
に
泳
い
で
い
き
ま

た
。
こ
れ
か
ら
約
一
カ
月
く
ら

い
か
け
て
、
昼
は
浅
瀬
で
エ
サ

を
食
べ
、
夜
、
生
ま
れ
た
川
に

未
練
を
残
し
な
が
ら
下
流
へ
と

下
っ
て
い
き
ま
す
。
河
口
で
海

水
が
十
五
度
に
な
る
の
を
待
ち

な
が
ら
北
洋
行
き
の
体
力
を
養

う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
三
～

四
年
し
て
帰
っ
て
き
た
サ
ケ
は
、

河
口
か
ら
何
も
食
べ
ず
に
必
死

に
生
ま
れ
た
川
に
卵
を
生
む
た

め
上
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
す
ば
ら
し
い
サ
ケ
が
上

っ
て
こ
れ
る
よ
う
、
自
然
環
境

を
守
り
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

が子を送り出す心境で

▲賢い消費者になるために

　
山
々
に
若
葉

が
燃
え
る
季
節

雪
国
に
と
っ
て

こ
の
季
節
が
あ

る
か
ら
こ
こ
に

住
ん
で
い
ら
れ

る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
す
。

　
雪
国
の
雪
ど

け
を
待
ち
か
ね

た
よ
う
に
、
フ

ト
ン
、
消
火
器

教
育
資
材
な
ど

の
訪
問
販
売
員

が
や
っ
て
き
ま

す
。

　
毎
年
の
よ
う

に
、
訪
問
販
売

員
の
巧
み
な
話

術
に
は
ま
り
必

要
の
な
い
も
の

ま
で
買
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う

ケ
ー
ス
が
絶
え
ま
せ
ん
。

セ
ム
謬
た
ら
！

　
優
柔
不
断
の
態
度
は
い
け
ま

せ
ん
。
そ
の
商
品
が
い
ま
必
要

で
あ
る
か
否
か
を
判
断
し
、
必

要
な
か
っ
た
ら
「
い
り
ま
せ
ん
」

と
は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
留
守
番
を
し
て
い
る
お

年
寄
り
の
被
害
を
耳
に
し
ま
す

が
、
ほ
し
い
と
思
っ
て
も
家
族

と
相
談
し
て
か
ら
決
め
た
方
が

無
難
で
す
。

中
　
消
費
生
活
の
中
で
の
ト
ラ
ブ

ル
の
相
談
に
応
じ
、
よ
り
よ
い

消
費
生
活
を
送
る
た
め
に
中
里

村
消
費
生
活
改
善
協
力
員
が
い

ま
す
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

富
井
　
三
枝
如
来
寺
奎
⊥
一
…
二

富
井
ミ
ヨ
ノ
市
之
越
査
圭
九
二
〇

山
田
タ
ケ
ノ
角
間
奎
⊥
穴
。
六

斉
喜
　
ア
キ
倉
　
俣
奎
⊥
一
…
九

南
雲
　
シ
ゲ
堀
之
内
査
⊥
柔
天

　
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
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わ
た
し
た
ち
は
、
太
っ
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
“
貫
ろ
く
が

あ
る
”
“
福
よ
か
で
い
い
”
と
い

っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
太
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
と
　
へ
ち
り
く

こ
と
に
対
し
て
案
外
無
頓
着
で

す
。
し
か
し
、
肥
満
は
万
病
の
も

と
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
肥

満
か
ら
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
動

脈
硬
化
を
併
発
し
や
す
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
八
月
に
実
施
し
た
村
民

健
康
検
診
で
も
受
診
者
千
四
百

四
十
七
人
中
、
二
百
六
人
（
一

四
・
二
鮮
）
が
肥
満
で
し
た
。
こ

の
内
、
男
性
十
九
人
、
女
性
百

八
十
七
人
と
女
性
が
圧
倒
的
に

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
年
代
別

で
五
十
歳
～
五
十
九
歳
が
一
番

多
く
、
次
い
で
六
十
歳
～
六
十

九
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

結
果
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
肥

満
の
大
き
な
原
因
は
、
運
動
不

足
と
栄
養
の
取
り
過
ぎ
（
か
た

よ
り
）
で
す
。
一
日
の
摂
取
エ

ネ
ル
ギ
ー
よ
り
も
消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
方
が
少
な
け
れ
ば
太
る

の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

　
村
で
は
、
昨
年
度
三
回
肥
満

教
室
を
開
催
し
、
肥
満
の
解
消

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
教

室
に
参
加
し
た
人
た
ち
の
中
に

は
、
身
体
が
軽
く
な
っ
た
、
足

の
痛
み
が
な
く
な
っ
た
と
い
う

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を

　
減
量
に
は
減
食
と
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
の
中

で
カ
ロ
リ
ー
を
抑
え
る
よ
う
指

導
さ
れ
て
い
ま
す
。
減
量
は
短

期
間
に
や
ろ
う
と
し
ま
す
と
、

体
力
の
低
下
や
貧
血
な
ど
健
康

上
い
ろ
い
ろ
な
幣
害
が
で
ま
す
。

減
量
は
、
強
い
意
志
と
計
画
性

を
も
っ
て
長
い
期
間
を
か
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
減
量
と
い

三
期
山
振
事
業
始
ま
る

肥満教室に参加し、砂糖を減らすこ

とと間食をしないことを努力目標にか

カ・げました。今までは、　カ・くし昧とカ・

いって酢の物や煮物に砂糖を入れてい

ましたが、それを極力押えています。

　毎日の食事の記録をしていますカも

バランスのとれた食事づくりは、難し

いと感じています。運動不足を解消す

るために、夕食後30分くらい軽いかけ

足をしています。

　健康が第一ですので、今まで飲まな

かった牛乳も家族で飲むようにしてい

ます。

　
第
三
期
山
村
振
興
農
林
漁
業

対
策
事
業
が
、
今
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
農
林
漁

業
の
振
興
、
安
定
し
た
就
業
機

会
の
確
保
、
生
活
環
境
の
整
備
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
等
を

実
施
し
、
山
村
地
域
の
振
興
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
村

で
は
林
野
率
、
人
口
な
ど
の
関

係
で
倉
俣
地
区
が
指
定
を
受
け

て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
五
力

年
計
画
で
、
多
目
的
集
会
施
設

や
ほ
場
整
備
、
林
道
開
設
が
実

施
さ
れ
総
事
業
費
は
、
約
二
億

円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　
実
施
事
業
計
画

★
昭
和
六
十
年
度

・
多
目
的
集
会
施
設
（
下
山
）

★
昭
和
六
十
一
年
度

・
多
目
的
集
会
施
設
（
原
町
）

・
ほ
場
整
備
二
二
加
（
倉
俣
）

・
　
〃
　
　
一
・
六
加
（
重
地
）

・
林
道
開
設
三
二
〇
m
（
西
方
）

★
昭
和
六
十
二
年
度

・
ほ
場
整
備
一
・
三
肱
（
下
山
）

・
林
道
開
設
二
六
〇
m
（
西
方
）

★
昭
和
六
十
三
年
度

・
林
道
開
設
五
三
〇
m
（
西
方
）

★
★
昭
和
六
十
四
年
度

・
多
目
的
集
会
施
設
（
芋
川
）

・
林
道
開
設
二
八
O
m
（
西
方
）

き§憶

っ
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
に
な

る
糖
質
や
脂
質
を
減
ら
す
こ
と

を
目
的
と
す
る
べ
き
で
す
。

　
汗
ば
む
く
ら
い
の
運
動
を

▲こぶし会の協力で減量メニューが

　
著
し
い
経
済
成
長
で
わ
た
し

た
ち
の
生
活
の
中
か
ら
、
運
動

に
つ
な
が
る
こ
と
が
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

日
ご
ろ
か
ら
運
動
す
る
よ
う
に

心
が
け
て
い
な
い
と
運
動
不
足

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
運
動

不
足
は
、
肥
満
を
助
長
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
ス
タ
ミ
ナ
不
足

抵
抗
力
の
低
下
、
ス
タ
イ
ル
の

低
下
、
老
化
を
早
め
る
な
ど
良

い
こ
と
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
常
の
生
活
の
中
で
チ
ョ
ッ

ト
し
た
ひ
ま
を
見
い
出
し
か
け

足
、
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
の
運
動

を
し
ま
し
ょ
う
。

　
四
月
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
小
学
一

年
生
に
な
っ
た
児
童
に
、
中
里

村
交
通
安
全
協
会
と
中
里
村
建

設
協
会
か
ら
、
黄
色
い
コ
ウ
モ

リ
と
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
、
バ
ー
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
中
里
村
交
通
安
全
協
会
は
、

事
故
を
一
つ
で
も
減
ら
そ
う
と

広
報
パ
ト
ロ
ー
ル
や
看
板
の
設

置
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
身
の
回
り
で
、
歩
行

者
や
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
危

険
な
場
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

安
協
の
支
部
長
さ
ん
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

会
　
長
杉
谷
清
六

副
会
長
渡
辺
三
雄

　
〃
　
上
原
辰
己

支
部
長
金
沢
紀
一

　
〃
　
桑
原
徳
重

　
”
　
山
田
源
吉

　
〃
　
高
橋
定
利

　
〃
　
村
山
正
利

宮倉程山田．山荒
中俣島崎沢　崎屋

　
減
ら
な
い
飲
酒
運
転

　
　
　
　
　
～

　
今
年
に
入
っ
て
、
村
内
の
人

が
飲
酒
運
転
で
検
挙
さ
れ
た
数

は
、
八
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

事
故
を
起
し
た
ら
ど
う
す
る
ん

で
し
ょ
う
か
。
飲
酒
運
転
は
、

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
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篭
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ねたきりの
お年よりに見舞金

　村では、在宅でねたきりの老人に対

して、「ねたきり老人見舞金」を支給し

病床者をなぐさめるとともに、老人福

祉の推進を図っています。

★対象者　村内に住所を有する65歳以

　　　　　上の人で、在宅で引き続き6

　　　　　カ月以上ねたきりで常時介

　　　　　護を要する人。

★見舞金　1人月額3，000円
★申請者　介護をしている家族。

　村では、老人福祉相談推進委員協議

会（会長小林豊政氏）を発足させ、老

人の自殺事故の防止や相談活動の充実

を図っています。

　詳しくは、社会福祉課福祉係まで。

あせりが事故の元

　春の農作業に忙しい時期です。普及

著しいトラクターでの事故が発生しや

すい季節です。村内の多くの水田は、

一区画5a程度で、そこに行くまでの

道路も狭く危険がいっぱいです。

　ブレーキペダルやクラッチペダルに

泥がついていて、おもわぬ事故を起こ

すことがあります。農作業の機械化に

よって事故が多発しています。時間に

余裕’をもって、あせらずに農作業をし

ましょう。

氏
　
叢

明
一
一
一
一
』
紡
o
郭
き
「
一
一
ノ

調理師試験のご案内

　昭和60年度の調理師試験が下記の通

り行われます。

★日時　7月10日
★場　所　　六日町

★願書受付　5月28日～6月4日まで

　　　　　十日町保健所
★合格発豪　7月30日

　　詳しくは、十日町保健所まで

　　　（曾57－2400）

　国民年金には、当然に加入しなけれ

ばならない人で、保険料を納めるのが

困難な場合に、保険料を免除される制

度があります。（1）失業して所得がない。

（2）火災や風水害、事故等で被害を受け

た。（3）家計が苦しい……などの事情で

「今年はどうも保険料を納めていかれ

そうもない」というような人は印鑑を

持参のうえ、役場年金係で免除の申請

手続きをしてください。

つり堀りオープン

　養魚場のつり堀りが、4月14日から

オープンしました。春の陽ざしのなか

親子でつり糸を垂れてみませんか。清

津川の清流で育った鯉がたくさん放し
てあります。

★利用料金

　大人1時間600円但し3時間目から
　　　　　　　　　　　　100円割引
　子供　〃　300円
　竿代…ヘラ竿150円　竹竿50円

　村では、村制施行30周年を記念して

記念誌の発行を進めています。役場に

は、中里村が誕生した当時の古い写真

があまりありませんので、みなさんから

お借りしたいと思います。ぜひ、ご協

力ください。

★お借りしたい写真

　昭和30年以降のもので、村の行事や

集落の行事などの写真。また、現在と

まったく変わってしまった建物や道路。

　係ではどんな写真でも見せていただ

きたいと考えていますのでご一報くだ

堅絡先　30周年記念事業実行幹事会

（事務局総務課）まで。

　郵便局の簡易保険、郵便年金作文コ

ンクールは、昭和37年開始以来、24回

目を迎えます。今年も下記の通り募集

しますのでふるってご応募ください。

★募集期間　5月1日～6月30日まで

★応募資格　小学生5～6年生

　　　　　　中学生

★テーマ　　課題⇒簡易保険、郵便年

　　　　　　金に関係するもの。

　　　　　　自由⇒日ごろ考えている

　　　　　　ことや感動したこと。

★原稿枚数　小学生⇒1，200字程度

　　　　　　中学生φ1，600字程度

★応募先　　越後田沢郵便局、または

　　　　　　近くの郵便局まで

一
　
★
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

8　
四
月
六
日
、
春
の
全
国
交
通

8一
　
安
全
運
動
の
初
日
、
中
里
村
交

●
　
通
安
全
協
会
、
中
里
村
交
通
指

一
　
導
隊
に
よ
る
交
通
安
全
パ
レ
ー

一
　
ド
を
実
施
し
ま
ル
た
。
パ
ト
ロ

8　
ー
ル
カ
ー
三
台
と
ジ
ー
プ
で
村

一一
　
内
を
巡
回
し
、
交
通
安
全
を
呼

一
　
び
か
け
ま
し
た
。

8
　
★
衛
生
推
進
委
員
、
母
子
推
進

一
　
　
委
員
合
同
研
修
会

一　
四
月
十
八
日
、
衛
生
推
進
委

一
　
　
　
　
　
」

8
　
員
と
母
子
推
進
委
員
の
合
同
研

一
　
修
会
が
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
か

事
の
内
容
や
、
病
気
の
発
生
状
・

　
　
　
　
　
，
　
　
一

況
の
説
明
を
受
け
た
後
、
津
南
8

町
に
あ
る
ゴ
、
、
、
焼
却
場
（
津
南
一

地
域
衛
生
施
設
組
合
）
を
見
学
一

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
ロ

★
村
政
事
務
嘱
託
員
会
臓
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
8

四
月
二
十
四
日
、
村
政
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
一

嘱
託
員
会
議
が
総
合
セ
ン
タ
ー
8

で
開
か
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
一

村
長
か
ら
、
ス
キ
ー
場
建
設
一

広
域
農
道
、
清
津
橋
建
設
な
ど
層

村
政
概
要
の
説
明
が
行
わ
れ
た
一

　
　
　
　
　
　
　
　
一

後
、
各
課
の
課
長
か
ら
事
務
を
層

進
め
る
上
で
の
連
絡
事
項
が
説
●

‘
μ
盤
F
雌
曙
晦
峰
蝦
一
融
醸
賢
酸
3
2
』

團
國
團
國
園
圏

　
昭
和
五
十
六
年
四
月
か
ら
本

格
的
に
進
め
て
い
る
村
史
編
さ

ん
作
業
も
、
い
よ
い
よ
資
料
編

上
巻
が
発
行
さ
れ
る
段
階
を
迎

え
ま
し
た
。

　
先
般
、
全
戸
を
対
象
に
申
込

み
を
と
り
ま
し
た
が
、
配
本
は

五
月
中
旬
に
な
る
見
込
み
で
す
。

村
史
は
、
資
料
編
上
・
下
巻
、

通
史
編
上
・
下
巻
の
合
計
四
巻

が
昭
和
六
十
二
年
度
ま
で
に
発

行
さ
れ
ま
す
。

資
料
編
上
巻
の
申
込
み
は
、

い
つ
で
も
受
付
け
ま
す
の
で
村

史
編
さ
ん
室
（
麿
6
3
⊥
一
〇
八
○
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

古い写真ありませんか
　　村制30周年記念誌発行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

あ
借
く
お
昭
落
つ
係
た
い
連

　
　
　
　
　
　
　
　
き
さ
★

金
集

険・郵

・クールぞ

簡
作

蜜鋼

資
料
編
上
巻
の
紹
介

★
口
絵

★
解
説
編
（
考
古
資
料
）

・
旧
石
器
時
代

・
原
始
時
代
編
年
表

・
発
堀
状
況
写
真

★
図
版
編

★
資
料
編
（
古
代
・
中
世
）

★
付
録

　
一
冊
二
千
円

一
家
に
一
冊
備
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
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広域消防職員

　　消防詰所へ
田畑のあぜを焼くのにも

　　　　　届け出を

　十日町市、津南町、川西町、中里村

で十日町地域広域消防署を組織してい

ます。中里村には、分遣所が無いため

広域消防から2人の職員が役場に常駐
しています。

　このほど、常駐職員が消防詰所（自

動車ポンプ格納庫）に移ることになり

ました。消防事務の連絡は唇63－2

536まで。
　　火災の連絡はまず119番
　　つぎに2511役場まで

犯罪捜査にあなたの力を

　
　
　
　
　
の

事
ん
罪
る
こ
い
事
1
1
が
備
被
被
こ
さ
面
う
込
す
け
ご

　
　
　
　
つ
さ
◎

　事件を早く解決するためには、みな

さんからの情報がぜひとも必要です。

犯罪に関して見たり聞いたり、知って

いることは、どんなさ細なことでもけ

っこうですから積極的に通報してくだ

◎事件の発生を知ったときには、すぐ

　110番通報を。

　110番通報があるとただちに警察

　が現場に急行するとともに、緊急配

　備等が行われます。

◎被害にあったときには必ず届出を

　被害が少なかったことや周囲の目に

　こだわらず必ず被害届を出してくだ

　さい。最近、他人のことに無関心、

　面倒なことにかかわりたくないとい

　う風潮が強くなっているため「聞き

　込み」が大変難しくなってきていま

　す。協力いただいた人にご迷惑をか

　けないように配慮していますので、

　ご協力をお願いします。

鶏

　森林または、森林の周囲1蝦の範囲
内にある原野、荒廃地等の土地に造林

のための地ごしらえ、開墾準備等で火

入れを行う場合は、村長の許可が必要

です。この規定に該当するものとして、

田畑の畦畔（アゼ）、稲ワラ焼きも含ま

れます。

　火入れを行う場合は、火入れをする

7日前までに申請書2通と土地及びそ

の周囲の現状、防火設備の位置を示す

見取図を添えて役場開発課に提出して

ください。

　詳しくは、役場開発課まで。

ぜ

すでに山火事2件発生

　農作業のため枯草等を燃やしていて

2件の山火事が発生しています。幸い

2件とも最小の被害でくいとめられま

したが、ちょっとした風向きの違い等

で大火災になりかねません。上段の記

事でも紹介したように、森林の周囲1

奪の範囲内での火入れは許可が必要で
す。

　たき火等をするときは、次のことに

注意をしましょう。

1．たき火の場所を離れるときは必ず
　消すこと。

2．風の強いときや空気の乾燥してい

　るときは、たき火や火入れはしない

　こと。

3．火入れの許可は必ず受けること。

4．タバコの吸いがらは完全に消すこと。

5．車からタバコの吸いがらを投げな

　いこと。

嘩》

馴

鯉マ
甲

批

ノ、し

声』　　A

ちヒ，お9へ

斑i

『
1

　い気■

｝1！ll．

　　ll、lll酬1伽

『

と身酬
い仁だみ
なぼ’う、

　～　い

1
‘

｝
戸
で　、

な ごマ
1二

し o
はヒ
ん

マ
う o 5
の

　　　／
一’F・9’”

、　離

』
、

2
『

’髪フ

矧この作品は山田まゆみさんの協力で

掲載しています。

中
里
村
開
拓
四
十
周
年
記
念

式
典
が
、
去
る
四
月
十
九
日
総

合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
七
十
七

人
の
関
係
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

終
戦
直
後
の
昭
和
二
十
年
国

策
と
し
て
食
糧
不
足
に
対
応
す

る
た
め
緊
急
開
拓
事
業
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
村
で
は
、
東
田

沢
、
豊
里
、
た
か
羽
、
原
町
、

新
里
に
六
十
六
戸
が
入
植
し
五

集
落
が
誕
生
し
ま
し
た
。
入
植

当
時
は
電
灯
も
な
く
、
共
同
で

あ
ば
ら
屋
を
つ
く
り
な
が
ら
、

腕
と
鍬
一
本
で
雑
木
林
を
開
墾

　
　
　
　
　
　
蕪

　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
一
。
の
人

　
　
　
　
　
　
　
蝶

　
　
　
　
　
　
轟
現
く

　
　
　
　
　
　
蓄
鱒

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
リ

　
　
　
　
　
　
、
鴇

　
　
　
　
　
　
　
甜

　
　
　
　
　
　
器
▲

》
★

▲開拓の歴史を述ぺる村山さん

賀
e

儀
）

し
農
地
を
拡
大
し
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
間
の
苦
労
は

言
語
に
絶
す
る
も
の
で
し
た
。

　
式
典
の
中
で
は
、
実
行
委
員

長
の
村
山
友
二
氏
が
開
会
の
あ

い
毒
つ
を
し
た
後
、
日
の
目
を

見
ず
に
亡
く
な
ら
れ
た
十
八
人

の
同
志
に
黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ

ま
し
た
。
つ
づ
い
て
東
田
沢
の
村

山
由
一
氏
が
開
拓
四
十
年
の
歴

史
を
万
感
の
思
い
を
込
め
て
朗

読
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
阻

拓
組
合
が
長
年
に
わ
た
っ
て
お

世
話
に
な
っ
た
元
村
長
高
橋
幸

作
氏
と
開
拓
事
務
所
で
書
記
を

し
て
い
た
南
雲
俊
男
氏
に
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

祝
辞
に
立
っ
た
上
村
村
長
は
、

開
拓
者
の
長
年
の
苦
労
を
ね
ぎ

ら
う
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も

農
業
の
振
興
に
ご
尽
力
く
だ
さ

い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

祝
宴
の
席
で
は
、
な
つ
か
し

い
同
志
と
、
苦
し
か
っ
た
入
植

当
時
の
思
い
出
を
語
り
あ
っ
て

い
ま
し
た
。
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鍔
鼓
ゆ
曹
6
母
硬

窮鑑靱思
．

メ響歯
の
主
役

　
　
幸
子
ね
え
ー
、
着
物
を
着
た

　
り
ぬ
い
だ
り
す
る
の
が
好
き
な

　
の
、
人
形
で
遊
ぶ
の
も
好
き
な

　
ん
だ
。
女
の
子
ら
し
い
で
し
ょ

　
う
。
妹
が
で
き
て
お
ね
え
ち
ゃ

　
ん
に
な
っ
た
の
で
、
お
ば
あ
ち

　
　
ゃ
ん
に
手
間
を
か
け
な
い
よ
う

　
　
に
一
人
遊
び
も
で
き
る
ん
だ
。

　
　
　
自
羽
毛
鈴
木
幸
子
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
（
父
．
郎
・
母
文
子
）

鍔
鼓
曽
轡
C
険
舜
象

り大島勝利　　　　　　　　　さん（如来寺）
ワ　　　ケイ子
恋愛結婚ですか……り親同志が知り合いでし

　たので「オラドコヘナジョダイ」といった

　具合で見合いをしました。ワ以前から顔を

　知一）ていたので「わたしでよければ」と見

　合いに応じました。

初キッスは……り結納を終やしてからです。

　りこの人以外に堅いんですよ。ハッハハ。

二人で仕事をしていて……り相談をしながら

　できますので能率的です。リケンカをした

　日などは、お客さんにグチもこぼしたいけ

　ど、この人が後ろにいてはネーエ。

お互いのよさは……リオレの愛想の無い部分

　をカバーしてくれます。ワウーン。思いや

　りがありますよ。

おもしろいエピソードは……り沖縄の新婚旅

　行の際、夜ハッスルしすぎて船に乗り遅れ

　たことかなあ。

・シラネァオィ

　雪がとけて新緑萌えるころ、小さな谷川筋

に点々と目につくシラネアオイは、大変鮮や

かな青紫色の四枚の花弁をもつ山草です。

　数年前、苗場山に登った時5～6合目あた

りの登山道脇に小さな群落が見られました。

この花を見るととてもさわやかな気分になり

ます。

　やや高地性の植物で村内では、小松原、当

間山、田代などの沢筋に見ることができます。

キンポウゲ科花期5～6月草丈50～60cm

　　　　　　　　　　文・絵　井ノ川求さん
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　盛
鯉泪

露
議識

下
町
と
の
交
流
深
ま
る

　
過
疎
と
過
密
の
交
流
で
何
か

を
得
た
い
と
始
め
ら
れ
た
東
京

錦
糸
町
カ
ッ
パ
祭
り
へ
の
参
加

も
今
年
で
五
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
今
年
も
、
中
里
ク
ラ
ブ
（
会

長
中
島
正
人
氏
）
商
工
会
青
年

音
　
村
内
有
志
等
十
一
人
が
五

月
五
日
鵬
輪
し
繍

て
き
ま
し
た
。

ネ
カ
ら
ニ
ノ
ト
ラ
ッ
ク
に
糊

満
載
し
て
い
っ
た
ウ
ド
、
コ
縣

メ
　
タ
ラ
ノ
芽
な
ど
の
山
菜

魏
．
製
汐
コ
蘇
無

部
顯
餐
中
里
の
会
繍

会
員
等
に
案
内
状
強
し
て
蕪

っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
　
郷
土
出
，

身
者
も
お
お
ぜ
い
来
て
く
れ
、

ふ
る
さ
と
の
昧
覚
喜
ハ
い
求
め
懸

て
く
れ
ま
し
た
。

　
八
月
十
五
日
の
三
十
周
年
祭
團

こ
よ
、
錦
糸
町
の
若
者
に
よ
る
曝

出
店
が
計
画
さ
れ
て
凝
鉱
篠

地
域
に
根
ざ
す
老
人
パ
ワ
ー

畠
毯

暴暴舞難業
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お
年
よ
り
た
ち
の
真
心
の
こ
も
っ
た
作
品
で

有
名
な
老
人
工
芸
品
展
も
、
十
数
年
の
歴
史
が

あ
り
ま
す
。

　
今
年
も
四
月
二
十
四
・
．
五
日
の
両
日
　
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
ワ
ラ
細
工
、
竹
細

工
、
刺
シ
ュ
ウ
、
反
物
な
ど
の
力
作
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
の
即
売
会
で
は
、
お
お

ぜ
い
の
人
が
訪
れ
「
よ
く
ま
あ
i
、
た
ま
げ
た
」

と
、
し
な
が
ら
　
テ
ゴ
や
手
カ
ゴ
を
買
い
求
め

て
い
ま
し
た
。

、
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券
　
（
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鳥

勇
二
（
岡
村

典
幸
（
樋
口

賢
志
（
清
水

麻
里
（
上
原

裕
子
（
山
田

舞
（
鈴
木
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、
互
月
．
．
日
～
四
日
の
二
日
間

村
営
養
魚
場
で
鯉
の
即
売
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
即
売
会
は
、
村
内
は
も

と
よ
り
十
日
町
市
、
津
南
町
か

ら
も
お
お
ぜ
い
の
人
が
か
け
つ

ナ
．
f
評
6
㌃
。
威
勢
よ
く
は
ね

る
鯉
を
毛
際
よ
く
袋
詰
め
に
し

、
一
日
間
で
百
二
十
万
円
の
売
L

げ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
芋
沢
、
田
沢
、
東
田
沢
の
三

集
落
の
お
年
よ
り
で
組
織
す
る

無
事
学
院
は
、
昭
和
五
十
九
年

度
の
環
境
美
化
運
動
の
地
域
模

範
活
動
団
体
と
し
て
県
知
事
か

ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
県
下

で
も
表
彰
を
受
け
た
の
は

八
団
体
で
十
日
町
、
4
魚

の
中
で
は
、
無
事
幽
．
士
院
だ

け
で
す
。

　
h
な
活
動
は
、
国
道
　

．
ヒ
号
線
の
ゴ
ミ
拾
い

ア
キ
缶
拾
い
、
田
沢
虚
空
土

蔵
陪
薩
公
園
の
清
掃
　
集

落
内
の
道
路
の
ゴ
ミ
拾
い
、

神
社
な
ど
の
清
掃
で
す
、

会
長
の
石
沢
貞
、

さ
ん
は

　
「
人
家
の
な
い
ノ
ゲ
の
坂

に
は
・
ア
キ
缶
の
季
捨
て
が
懸

多
い
、
拾
っ
て
い
る
所
を
見
轟

少
し
で
も
や
め
て
－
れ
れ
ば
」
懸

と
話
し
て
い
ま
す
。
　
懸

　
こ
う
し
た
地
道
な
活
動
を
大
…

い
に
広
め
た
い
も
の
で
す
。

　　ハ　　育種上貴重なねじり杉
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▲袋詰めが間に合わな
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い
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新鮮な感動力
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弘
法
大
師
が
ね
じ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

角
間
の
ね
じ
り
杉
が
三
月
二
十
九
日
、
天
然
記

念
物
と
し
て
、
県
指
定
文
化
財
の
指
定
を
受
け

ま
し
た
。

　
こ
の
杉
は
、
根
元
か
ら
枝
に
至
る
ま
で
樹
皮

が
右
巻
き
に
ね
ゼ
れ
て
い
る
非
常
に
め
ず
ら
し

い
杉
で
す
。
そ
の
昔
　
こ
の
地
を
訪
れ
た
旅
の

坊
さ
ん
が
　
一
杯
の
水
も
く
れ
な
い
村
人
に
、

仏
の
あ
り
が
た
さ
を
知
ら
せ
た
い
と
　
か
た
わ

ら
に
あ
っ
た
小
さ
な
杉
を
ね
じ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　日本の昔話を人形劇で見せる、タカラのシ

マ人形劇団が4月24巳，中里、南の両保育所

を訪すれました。カモを100羽も一度にとろ

っと欲をかき、反対にカモに連れ去られた「カ

モとりごんべいさん」を演じてくれました・

お兄さんとお姉さんの明るく大きな声とすば

らしい語りロに子どもたちは、すっかり昔話

の世界にとけこんでいました。
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▲昔話の世界に興味津津の子どもたち
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飲酒運転検挙者数　8人

無免許運転違反　　2人

事故発生件数　　　0件

死亡事故ゼロ　569日

　　　　　（4月末累計）

　
陽
気
ポ
カ
ポ
カ

　
　
歩
行
者
も

　
　
心
が
ゆ
る
み
が
ち

　
春
の
陽
気
で
、
歩
行
者
も
ド

ラ
イ
バ
ー
も
気
が
ゆ
る
み
が
ち

で
す
。

加
害
者
、
被
害
者
に
な
ら
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。


